
 
     

 

 

特定外来生物バスター「身近に潜む外来生物を駆除しよう」 

 

 

本県に生育、生息する「外来生物法」に基づく特定外来生物は、現在、オオキンケ

イギク（植物）やアライグマ（動物）など少なくとも８種の動植物が確認されていま

す。 

石川県では、「外来種を入れない、捨てない、拡げない」という「外来生物被害予

防３原則」の普及啓発や情報発信に努めているところですが、特定外来生物を自宅の

庭に植えたり、ため池に放出するなどの行為が見受けられることから、生態系への影

響が懸念されています。 

 このため、県民に外来生物に対する正しい知識を伝え、積極的な防除への参画を推

進するため、特定外来生物「オオキンケイギク」の除去イベントを開催します。 

 当日は、正しい除去方法についてレクチャーしてから、参加者全員でオオキンケイ

ギクの除去活動を実施します。 

 

 

１ 日  時   平成２６年６月８日（日） （小雨決行、荒天の場合は中止） 

８：４５～（１時間程度） 

 

２ 場  所   浅野川 せせらぎ橋周辺 

 

３ 参 加 者   周辺にお住まいの方など（４０名程度） 

 

４ 参 加 費   無料 

 

５ 受付時間  ８：３０～８：４５ 

  

６ 申し込み    必要ありません。当日の参加もお待ちしております。 

 

７ 服  装    動きやすい服装。植物の除去作業ですので、長袖・長ズボンを着

用いただき、軍手をご持参ください。 
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特定外来生物バスター 

「身近に潜む外来生物を駆除しよう」 

 「外来生物」とは、もともとその地域にいなかったのに、人間活動によって他地域から入ってきた生
物のことを指します。外来生物の中には、長い年月をかけて形作られた地域の特色ある生態系に
大きな影響を及ぼしたり、人の生命・身体や農林水産業に悪影響を与えるような侵略的な外来生
物もいます。 
 このことから国は、侵略的な外来生物の被害を防止することを目的として平成１７年６月１日より
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（外来生物法）を施行しています。 

 外来生物法では、特に問題となっている外来生物を「特定外来生物」として指定しています。植物
では、次の３種類の特定外来生物が石川県内で見られます。 

  ・オオキンケイギク 

  ・オオハンゴンソウ 

  ・アレチウリ 

 その中でも、オオキンケイギクが広く生育していることが知られています。 

花 

葉 

オオキンケイギク 
 【特徴】 
  花：開花期は５～７月 

     直径５～７㎝の鮮やかな黄色の花で、花びらの先は４～５裂する 
  茎：高さ３０～７０㎝、根本から多数の茎を伸ばして株立ち状になる 
  葉：３～５の小片に分かれ、両面とも粗い毛がある。  
     対生または一部互生 



＜関連する主なホームページアドレス＞ 

   

 ◆石川県自然環境課のHP         http://www.pref.ishikawa.lg.jp/sizen/index.html 

 ◆環境省の生物多様性に関するHP  http://www.biodic.go.jp/biodiversity/ 

 ◆環境省の外来生物に関するHP   http://www.env.go.jp/nature/intro/index.html 

  

石川県環境部自然環境課   

       〒920-8580 石川県金沢市鞍月１－１    TEL：076-225-1476   FAX：076-225-1479 

       E-mail：e170500@pref.ishikawa.lg.jp    

○花が咲いて、まだ結実しない（種子が熟しない）頃が除去の適期。 

○根ごと抜き取るのが最も良い。雨が続かなければ、数日、その場に置いて枯死させる。 

○抜き取るのが困難な場合は、地上部を刈り払う。ただし、根絶するには何年もかかる。 

○種子が実ってしまったら、除根・刈り払い後、その場で袋に入れて数日置き、枯死させる。 

  また、種子の拡散を防ぐよう留意する。 

○生育地の土壌には種子（数年は生きている）が含まれている可能性があるので、土も移動 

    をしないようにする。。 

オオキンケイギクの除去方法 

オオハンゴンソウ 
【特徴】 
 花：開花期は７～１０月 

    黄色の頭状花で直径６～１０㎝ 

    舌状花は10～14枚 

 茎：高さ1～３ｍ 
    地下茎が横に走っていて群生する 

 葉：葉の裏にのみ短毛がある 
    下部の葉は長い柄がある 

    上部の葉は短～無柄 

 

アレチウリ 
【特徴】 

 花：開花期は８～１０月 

    葉と茎の間に直径１㎝ほどの黄白色の花    
    をつける 
    果実は長さ１㎝程の楕円形で鋭い棘を密生    

    する 

 茎：粗い毛を密生したつるで、長さ数～１０数ｍ 
        になる 
 葉：径10～20㎝ 両面が著しくざらつく 
 
 

 外来生物による被害を防止するための３原則 

外来生物の被害を予防するために、次の３つの原則があります。 

①入れない・・・・＞悪影響を及ぼすかもしれない外来生物をむやみに日本に入れない 

②捨てない・・・・＞飼っている外来生物を野外に捨てない 

③拡げない・・・・＞野外に既にいる外来生物は、他地域に拡げない 

石川県内で見られるその他の特定外来生物（植物種） 
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